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平成１７年（２００５）４月 ��

市民の�
　ペ ジージ�
市民の�
　ペ ジージ�ジ�

「昭和浪漫成羽」色鉛筆画
井上明彦さん（備中町平川）

「サラジーン“アイスキャスケード”」蘭
織田勲さん（有漢町有漢）

「花盛り」ちぎり絵
藤井時子さん（成羽町成羽）
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●未発表の作品に限ります。
●一人一品とします。
●絵画は、その写真をお送りください。
●住所・氏名・電話番号・年齢を明記のうえ、
お送りください。
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作品の募集について

「大国主」油絵
仲山千歳さん（落合町近似）

ミニ★トピ ッ ク ス

『春の女神 ギフチョウ』
加賀博人さん宅にて撮影

（成羽町下原）

＜解説＞
　日本固有種で、羽を広げても約５�
の小さいアゲハチョウ。環境省のレッドリ
ストで絶滅危惧種�類に分類されてい
ます。羽は黒とクリーム色のまだらで後
ろ羽の深紅の紋が華やか。
　繁殖を行っている加賀さんは、「今年
は４月下旬まで見られそうなので、気軽
に見にきてほしい。ギフチョウの食草「カ
ンアオイ」が不足しているので提供して
ほしい」と話されます。
　ご覧になりたい人は��２３６７（加賀
さん）へお問い合わせください。
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市民の�
　ペー

短　

歌

　

ね
こ
柳
水
面
に
映
え
て
春
う
ら
ら
桜
前
線
南
よ
り
来
る

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

打
つ
吾
の
心
の
あ
り
處
そ
の
ま
ま
に
音
色
の
変
わ
る
仏
前
の
鐘

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　

肩
よ
せ
て
酒
酌
み
な
が
ら
喜
寿
祝
ふ
友
と
語
ら
う
今
が
青
春

 

亀
石
恵
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

武
家
屋
敷
に
方
谷
広
め
し
柿
の
木
が
二
百
年
過
ぎ
来
し
街
を
見
廻
す

 

坂
田　

昭
夫
（
松
原
町
大
津
寄
）

　

早
春
の
の
ど
け
き
光
身
に
浴
び
て
老
女
は
縁
に
新
聞
を
読
む　
　

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

苦
し
き
こ
と
か
ず
か
ず
あ
れ
ど
忍
と
書
き
そ
っ
と
呑
み
込
む
そ
れ
も
人
生

 

西
井
百
合
子
（
横　
　

町
）

　

農
民
に
生
れ
鋤
も
ち
文
を
読
み
改
革
恩
師
山
田
方
谷

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

俳　

句

　

波
の
花
家
よ
り
高
く
舞
い
上
が
る 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

菩
提
寺
へ
あ
の
坂
が
好
き
野
梅
今 

三
村　

節
子
（
伊 
賀 
町
）

　

山
陰
に
残
雪
見
せ
て
峡
の
里 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野
）

川　

柳

　

年
令
に
差
は
あ
れ
ど
老
い
行
く
身
を
ば
忘
れ
る
デ
イ
セ
ン
タ
ー

 

川
上　

武
夫
（
川
上
町
三
沢
）

　

ラ
ン
ド
セ
ル
防
具
を
つ
け
て
登
下
校

 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

　

咲
く
花
に
今
年
も
迎
え
る
嫁
の
親

　
　
　
　

ラ
ブ
レ
タ
ー
弾
む
心
に
封
を
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　

母
の
住
む
過
疎
へ
彼
岸
の
墓
参
り

 

中
島　

清
市
（
成
羽
町
出
身
）

寛
永
一
九
年（
一
六
四
二
）再
び
幕
府
領
と
な
り
、 万  
治 
元
年（
一

ま
ん 

じ

六
五
八
）
旗
本
山
崎
領
（
の
ち
成
羽
藩
領
）
と
な
っ
て
幕
末
を

迎
え
て
い
ま
す
。
慶
長
三
年
羽
山
村 
名
寄
帳 （
村
の
土
地
台
帳
）

な
よ
せ
ち
ょ
う

（「
成
羽
町
史
」）
に
よ
る
と
、
高
五
二
石
余
と
書
か
れ
、
江
戸
前

期
の 
正
保  
郷
帳
（
正
保
二
・
三
年
頃
）
に
も
五
二
石
余
と
あ
っ

し
ょ
う
ほ
う

て
、
江
戸
後
期
の
嘉
永
頃
（
一
八
四
八
〜
五
三
）
の
「
備
中
誌
」

に
は
「
羽
山
村
、
高
一
六
六
石
余
、
家
数
三
一
軒
、
人
数
一
六

七
人
、
村
内
惣
廻
り
二
里
一
二
町
三
一
間
、
神
社
に
三
体
妙
見

宮
一
、
薬
師
堂
一
、
枝
郷
に
所
原
あ
り
、
寛
文
年
間
（
一
六
六

一
〜
七
三
）
修
造
の
新
池
が
あ
る
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、 

天
御
中
主 
の
神
、

あ
め
の
み
な
か
ぬ
し

 

高
御
産
巣
日 
の
神
、

た

か

み

む

す

び

 

神
産
�
日 

か

み

む

す

び

の
神
の
「
造
化
三
神
」
を
祀
る
天
津
神
社
が
あ
り
、
妙
見
信
仰

と
習
合
し
て
、
古
く
は
三
体
妙
見
宮
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。
ほ

か
に
は
、
山
の
神
の 
大
山
祗 

お
お
や
ま
ず
み

の 
命 
を
山
中
で 
祀 
っ
た
山
神
社
な

み
こ
と 

ま
つ

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

「
羽
山
」
と
い
う
地
名
は
、
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
葉
山
、
羽

山
、
麓
山
、
端
山
な
ど
の
漢
字
が
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、「
端
山
」
か
ら
変
化
し
た
地
名
で
、
成
羽
の
里
に
近
い

端
の
山

�

�

�

を
意
味
す
る
地
名
な
の
で
す
。
す
な
わ
ち
奥
山
に
対
し

人
里
近
く
の
浅
い
山
を
意
味
す
る
の
で
す
。
今
で
も
自
然
神
信

仰
の
面
影
が
残
っ
て
い
て
、
里
に
近
い
山
（
端
山
）
を
支
配
す

る
神
が
、
春
は
山
か
ら
里
に

出
て
田
の
神
と
な
り
、
秋
の

収
穫
が
す
む
と
山
に
帰
っ
て

山
の
神
と
な
る
。
そ
の
山
の

神
の
支
配
す
る
山
が「
羽
山
」

（
端
山
）
で
、
天
津
神
社
に
残

る
妙
見
信
仰
や
山
神
社
（
山

の
神
）
の
信
仰
は
、
今
で
も

山
の
神
の
信
仰
の
面
影
を
残

し
て
い
る
の
で
す
。

　

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

六
、
羽　

山

　

成
羽
町
に
「
羽
山
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
東
は
宇
治

町
と
落
合
町
福
地
、
南
は
成
羽
町
成
羽
の
枝
地
区
、
西
北
に
は

成
羽
町
羽
根
が
あ
り
ま
す
。
中
央
に
は
島
木
川
が
、
隆
起
準
平

原
と
い
わ
れ
る
吉
備
高
原
の
小
起
伏
面
を
侵
食
し
て
流
れ
、
川

の
谷
壁
は
垂
直
に
切
り
立
つ
絶
壁
で
石
灰
岩
の
渓
谷
と
な
り
、

羽
山
峡
、
天
竜
峡
な
ど
の
峡
谷
は
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。「
羽
山
」
の
集
落
は
、
こ
の
渓
谷
の
上
方
海
抜
三
五

〇
〜
四
五
〇
ｍ
の
急
峻
な
斜
面
に
点
在
し
、
平
地
に
乏
し
い
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
吹
屋
往
来
が
成
羽
か
ら
枝
を
通
り
「
羽
山
」

の
尾
根
伝
い
に
宇
治
の
後
谷
を
経
て
吹
屋
に
至
る
近
世
陸
路
輸

送
の
主
要
街
道
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

道
は
「
ト
ト
道
」
と
い
わ
れ
た
道
で
、
瀬
戸
内
海
の
魚
貝
類
な

ど
を
吹
屋
へ
運
ぶ
往
来
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

羽
山
の
「
空
」
へ
登
る
と
山
砂
利
層
と
い
わ
れ
る
砂
礫
層

（
粗
粒
礫
層
）
が
露
出
し
て
い
て
、
風
化
し
た
赤
色
層
の
中
に
石

灰
岩
な
ど
の
巨
礫
が
多
く
見
ら
れ
、
地
形
の
複
雑
さ
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
め
頃
に
「
羽
山
」
は
羽
根
村
の

枝
村
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、「
成
羽
八
幡
神
社
旧
記
」

（「
成
羽
町
史
」）
の
記
述
の
中
に
『
羽
根
村
の
内
羽
山
村

�

�

�

�

�

�

�

�

に
八
幡

神
社
の 
幡 
を
持
ち
帰
り
「
幡
之
八
幡
」
と
称
し
た
。
そ
し
て
、

は
た

祭
礼
の
日
に
は
幡
竹
二
本
を
持
っ
て
行
き
供
え
た
』
な
ど
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。「
羽
山
村
」
は
毛
利
の
支
配
か
ら
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
幕
府
領
、 

元  
和 
三
年
（
一
六
一
七
）
成
羽
藩
領
、

げ
ん 

な

地�

あ�
を�

名�

る�

く�

（
敬
称
略
）

羽山「空」地区からの遠望


